
悠ゆ

き紀
の
国
五
城
目
の

自
然
観
察
園
を
整
備

「
悠
紀
の
国
五
城
目
」
は
、
個
性
が
光
る

道
の
駅
を
目
指
し
、
自
然
の
中
で
遊
べ
る
よ

う
自
然
観
察
園
を
整
備
し
ま
す
。

自
然
観
察
園
の
整
備
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
の
２
か
年
継
続
事
業
の
「
森
や
木
と
の
ふ

れ
あ
い
空
間
整
備
事
業
」
と
し
て
、
秋
田
県

水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
県
営
事
業

■�

高
岳
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
は
、
28
・
７

㌶
の
区
画
整
理
を
実
施
し
ま
す
。

■��

戸
村
の
上
横
止
頭
首
工
整
備
事
業
は
、
作

業
ヤ
ー
ド
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■��

高
野
地
区
の
た
め
池
整
備
事
業
は
、
の
り

面
保
護
工
を
実
施
し
ま
す
。

■��

黒
土
地
区
の
揚
水
機
改
修
と
用
排
水
路
の

改
良
事
業
は
、
令
和
２
年
度
に
揚
水
機
の

改
修
を
行
い
ま
す
。

■��

治
山
事
業
関
係
で
は
、
大
四
郎
沢
地
区
の

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
梅
ノ
木
地

区
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
谷
止
工
と
山
腹
工

の
一
部
を
実
施
し
ま
す
。

地
方
道
路
整
備
事
業（
交
付
金
事
業
）

■��

町
道
小
学
校
通
線
、
町
道
雀
館
幹
線
、
町

道
五
城
目
外
環
状
線
の
舗
装
改
良
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
町
道
町
山
線
は
、
引
き
続

き
改
良
工
事
を
進
め
ま
す
。

町
単
独
道
路
整
備
事
業

■��

経
年
劣
化
と
凍
上
に
よ
り
、
著
し
く
舗
装

面
が
傷
ん
で
い
る
町
道
下
タ
町
線
の
舗
装

改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。  

■�

以
前
か
ら
要
望
が
あ
り
、
用
地
提
供
が
ま

と
ま
っ
た
町
道
蓬
内
台
中
央
線
の
道
路
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
町
内
会

か
ら
の
要
望
事
項
に
対
し
て
も
、
緊
急
度

を
優
先
し
て
対
応
し
ま
す
。

教
育
長
施
政
説
明

五
小
新
校
舎
は
10
月

学
童
棟
は
11
月
に
完
成
予
定

五
城
目
小
改
築
事
業
は
、
令
和
２
年
度
は

残
り
約
７
割
の
工
事
を
進
め
、
本
年
10
月
末

の
完
成
を
目
指
し
、
職
員
駐
車
場
の
整
備
も

行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
校
舎
敷
地
内
に
併
設
す
る
木
造

平
屋
建
て
の
学
童
棟
の
建
築
工
事
に
着
手

し
、
本
年
11
月
末
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
留
学
を
推
進
し

関
係
・
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

県
教
育
委
員
会
は
、
県
外
の
児
童
生
徒
が

秋
田
県
の
探
求
型
授
業
や
体
験
活
動
等
を
目

的
に
来
県
す
る
教
育
留
学
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
秋
田
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
関
係・

交
流
人
口
の
増
加
や
家
族
ぐ
る
み
で
の
移

住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、「
秋
田
型
教
育
留
学
推
進
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会
の
委

託
事
業
と
し
て
、
本
町
に
お
い
て
令
和
２
年

度
か
ら
「
五
城
目
町
版
・
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
型
」

教
育
留
学
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。教

育
留
学
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
留

学
生
と
保
護
者
、
本
町
の
学
校
と
地
域
住
民

に
と
っ
て
、
よ
い
刺
激
と
相
乗
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
本
町
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
関
係
人
口
の
増
加
や
移
住
・

定
住
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長
施
政
説
明

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と

各
種
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
推
進

令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
は
、
前
年
度
同

様
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
標
に
、
限

ら
れ
た
歳
入
財
源
の
効
果
的
な
活
用
を
図

り
、
多
様
性
を
増
す
行
政
需
要
に
対
し
効
率

的
に
配
分
し
ま
し
た
。
本
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
五
城
目
小
改
築
事
業
を
確
実
に
完
成
さ

せ
る
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
築
く
予
算
」

を
編
成
し
、
引
き
続
き
安
定
し
た
地
域
社
会

の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
町
総
合
発
展
計
画
後
期
基
本
計

画
」、「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」、「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

な
ど
の
中
長
期
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
着
実
な
推
進
や
「
第
５
次
行
政
改
革
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
の
取
り
組
み
と
合
わ

せ
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

第
２
期
総
合
戦
略
の
も
と

地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
深
化
を
図
る

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
１
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
人
口
減
少
の

克
服
と
地
方
創
生
の
実
現
に
特
化
し
た
基
本

方
針
の
も
と
で
、「
し
ご
と
づ
く
り
」
な
ど

３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
や
出
会
い
か
ら
結
婚
・
子
育
て
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
新
規

雇
用
者
数
や
転
入
世
帯
数
な
ど
の
業
績
評
価

指
標
は
、
お
お
む
ね
数
値
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
方
創
生
に
対
す
る
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
は

依
然
と
し
て
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、

本
町
が
将
来
に
渡
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
と

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
若
者
世
代
に
お
け

る
町
内
定
着
に
つ
な
が
る
し
ご
と
づ
く
り
、

町
外
か
ら
の
移
住
促
進
、
婚
姻
数
や
出
生
数

の
改
善
、
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
向
け
た
活
動
な
ど
に
よ
り
、
戦
略

的
に
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
国
や
県

の
新
た
な
視
点
に
よ
る
総
合
戦
略
を
踏
ま

え
、
令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
期
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

新
た
に
策
定
し
た
第
２
期
総
合
戦
略
で

は
、「
し
ご
と
づ
く
り
」「
移
住
定
住
対
策
」「
少

子
化
対
策
」「
地
域
づ
く
り
」
の
４
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
、

新
た
な
施
策
と
し
て
、「
地
域
づ
く
り
人
材
」

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
、「
関
係
人
口
」

に
着
目
し
た
移
住
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
、

複
数
の
集
落
が
連
携
し
新
た
な
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
生
活
圏
」
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方

創
生
の
さ
ら
な
る
深
化
に
向
け
、
各
施
策
を

着
実
に
実
施
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏
形
成
事
業

引
き
続
き
取
り
組
み
を
支
援

複
数
の
集
落
が
連
携
し
新
た
な
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
生
活
圏
」
の
形
成
に
向
け
た
事
業
は
、

令
和
元
年
度
は
馬
場
目
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
指
定
し
、
県
未
来
創
造
部
地
域
づ
く

り
推
進
課
と
連
携
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
実
現

に
向
け
て
、
定
住
増
加
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、

地
域
の
弱
み
強
み
を
話
し
合
い
、
馬
場
目
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
と
し

て
、
生
活
の
足
の
確
保
、
農
業
関
連
団
体
の

統
合
、
地
域
資
源
の
特
産
品
化
や
地
域
食
堂

の
開
店
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

集
落
支
援
員
を
配
置
し
、
こ
れ
ら
の
提
案
事

項
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
や

活
動
を
支
援
し
、
馬
場
目
地
区
の
行
動
計
画

の
策
定
に
向
け
た
話
し
合
い
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
に
つ
い
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
生
活
圏
の
形
成
の
可
能
性
を
検
討
し

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し

介
護
保
険
料
の
抑
制
を
図
る

令
和
２
年
度
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
３
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る

「
町
高
齢
者
福
祉
計
画
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
策
定
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
８
期
計
画
で
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
、
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
提
供
し
つ
つ
、

現
在
県
内
一
高
く
な
っ
て
い
る
保
険
料
を
抑

制
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
、

生
活
習
慣
病
予
防
、
そ
し
て
介
護
予
防
の
さ

ら
な
る
推
進
に
、
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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令和２年第１回町議会定例会初日に、
渡邉町長と畑澤教育長から、令和２年度
の町政運営の説明がありました。今月号
では、その内容を抜粋して紹介します。

町議会３月定例会で
可決・同意された主な議案
令和２年第１回町議会定例会が３月２日から９日ま
での７日間の日程で開催され、最終日には22の議案
が原案通り可決・同意されました。

◆�町国民健康保険事業財政調整基金条例の一部を
　改正する条例
国保税水準の急激な上昇を抑制することを追加明記する
とともに、処分規定を柔軟かつ弾力的な運用が可能となる
よう定めました。

◆令和元年度一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ２億2,974万円の減額補正。補正後の
予算総額は57億6,646万円。

◆令和２年度一般会計予算
総額67億4,500万円の予算となっています。（詳細は４
〜５㌻をご覧ください）

◆人権擁護委員候補者の推薦
６月30日付けで任期が満了となる人権擁護委員の嶋﨑
和良さん（67歳・下樋口）に代わり、新たに佐々木聖子
さん（67歳・岡本一区）を推薦しました。

教育行政の施政説明を行う畑澤教育長
令和２年度の
町政運営の施政説明を行う渡邉町長


